
津
島
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
平
成

津
島
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
平
成
２８
年
度
実
績
報
告

年
度
実
績
報
告 

津
島
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
平
成
２８
年
度
実
績
報
告 

津
島
市
で
は
、厳
し
い
財
政
状
況
を
打
開
し
、強
い
津
島
市
を
作
り
上
げ
、将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、平
成
２８
年
度
か
ら
３２
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
し
た
「
津
島
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、行
財
政
改
革
の
推
進
に
努
め
て

お
り
ま
す
。 

こ
の
た
び
、平
成
２８
年
度
の
実
績
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
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額
と
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た
３
億
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７
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万
１

千
円
を
下
回
り
ま
し
た
。（
達
成
率
３１
・
５
％
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行
財
政
改
革
の
取
組
み（
効
果
額
） 

平成２８年度は、
目標額を下回る
結果となりました。 
本市の財政状
況は依然として極
めて厳しい状況に
あるため、今後と
も持続可能で効
率的な行財政運
営を目指します。
目標を達成でき
ていない項目や
実施されていな
い項目については、
成果が得られるよ
う進捗を図ってま
いります。 
また、目標を達
成できている項目
についても、更な
る成果が得られる
よう着実かつ積極
的に実行してまい
ります。 
 
問合 
　財政課財政Ｇ 
　内線２３４３・２３４４ 

（単位：千円） 

年度 

２８ 

２９ 

３０ 

３１ 

３２ 

計 

 

目標額  

３０６,７３１ 

４５０,８６６ 

５３８,１０９ 

５６９,６１０ 

６２８,３５７ 

２,４９３,６７３ 

効果額 

９６,６９６ 

ー 

ー 

ー 

ー 

９６,６９６ 

 

達成率 

３１.５% 

ー 

ー 

ー 

ー 

３.９% 

 
（単位：千円） 

№ 取組事業名 

１ 

２ 

３ 

歳入の確保 

主な取組内容 ２８年度 
効果額（実績） 

・有料広告掲載の推進 
・収納率の向上 
・市有財産の有効活用 

・市単独補助金の見直し 
・公共施設に係るコストの縮減 

・地方公会計制度の活用 
・国民健康保険事業の健全化 

歳出の削減 

健全な財政 
運営の推進 

合計 

６６,３３０ 

７４,９６２ 

８,６３２ 

０ 

２８年度 
目標効果額 

２６７,１５９ 

２７１,２９９ 

４,１４０ 

０ 

実績／ 
目標 

２４.８％ 

２７.６％ 

２０８.５％ 

ー 

 

（単位：千円） 

№ 取組事業名 

１ 

２ 

３ 

効率的な行政 
経営の推進 

主な取組内容 ２８年度 
効果額（実績） 

・民間活力の活用 
・公用車管理の見直し 
・特定目的基金の見直し 

・他市町村との広域連携の推進 
・学校・企業等との連携 

・団体事務の見直し 
・適正な歳出事務処理の推進 

連携・協働事業 
の推進 

適正な事務 
運営 

合計 

１,２９９ 

１,８５４ 

５５５ 

０ 

２８年度 
目標効果額 

４５７ 

７８７ 

３３０ 

０ 

実績／ 
目標 

２８４.２％ 

２３５.６％ 

１６８.２％ 

ー 

 

（単位：千円） 

№ 取組事業名 

１ 

２ 

３ 

適正な事務 
運営人事管理 

主な取組内容 ２８年度 
効果額（実績） 

・計画的かつ適正な定員 
　管理の実施 
・組織機構の見直し 
・人事評価制度の定着化と 
　適正な運用の推進 
・給与等の適正化の推進 
・人材育成環境の整備 
・ワーク・ライフ・バランスの推進 
・時間外労働時間の削減 

適切な処遇 

良好な職場 
環境 

合計 

０ 

１９,８８０ 

２８年度 
目標効果額 

１,０００ 

３４,６４５ 

実績／ 
目標 

０.０％ 

７,６４５ ７,６４５ １００.０％ 

１２,２３５ ２６,０００ ４７.１％ 

５７.４％ 
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財政健全化判断比率等の公表 
地方公共団体の財政破綻を未然に防ぎ、財政の早期健全化、再生を促すため、各地方公共団体は、毎年、健全化判

断比率および資金不足比率を算定し、公表することが義務付けられています。 
平成２８年度決算に基づき算定された津島市の健全化判断比率および資金不足比率は、下表のとおり、前年に引き
続き、すべて基準を下回りました。 
これからも行財政改革を徹底して行い、財政の健全化に努めてまいります。 
問合　財政課財政Ｇ　内線２３４３・２３４４ 

※資金不足比率がない会計は「－（該当なし）」で表示し、参考に資金剰余の比率を（△）で示しています。 

◎健全化判断比率 （単位：％） 

◎資金不足比率（経営健全化基準　２０.０%） 

☆用語の説明 

用　　　　語 

市民病院事業会計 

平成２７年度 

下水道事業会計 上水道事業会計 流域関連公共下水道事業特別会計 

１２.９ 
－ 
（△５２.５） 

－ 
（△８９.２） 

－ 
（△９.１） 

説　　　　　明 

（単位：％） 

※実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－（該当なし）」で表示し、参考に黒字の比率を（△）で示しています。 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

実 質 赤 字 比 率  

平成２７年度 比 　 　 率  

財政再生基準  

早期健全化基準 

比 　 　 率  

連 結 実 質 赤 字 比 率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

資 金 不 足 比 率  

福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の普通会計の赤字の程度を指標化
し、財政運営の深刻度を示したもの（普通会計の赤字の割合） 

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、
地方公共団体全体としての運営の深刻度を示したもの（全ての会計の赤字の割合） 

借入金の返済額およびこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を
示したもの（年間の収入に対して借入金の返済のために支払う額の割合） 

地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担
等の現時点での残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうか
を示すもの（年間の収入に対して将来支払っていく可能性のある負担額の割合） 

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標
化し、経営状況の深刻度を示すもの（年間の収入に対して不足している資金の割合） 

－ 
（△６.７６） 

－ 
（△１９.０６） ５.１ ３３.７ 

－ 
（△１１.０４） 

－ 
（△１５.５５） ５.９ ４０.２ 

２５.０ １７.９７ １２.９７ 

３５.０ ３０.００ ２０.００ 

３５０.０ 
平成２８年度 

平成２８年度 ８.４ 
－ 
（△４２.７） 

－ 
（△１１２.９） 

－ 
（△１３.４） 
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